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2002 新年を迎えて！/今すぐ、できることからはじめよう！/申請者一覧/21世紀の人権行政の確立を

めざし/ 編集後記 

 民主党愛知県連は、多くの支援者・支持者に支えられ、結党以来4

年目の幕を開けました。この間、統一の力が遺憾なく発揮され、県民

の大きな期待に応えることが出来ました。新年の幕開けは、必ずしも

明るい幕開けとはならず、国民・県民の多くは、不安のうちに毎日を

すごさざる得ない状況にあります。この危機的な状況に対して、政治

および政党の責任は一層重要さを増しています。 

 民主党愛知県連は、この危機的な時代に、限りなく未来を志向する

政党として新世紀を生きる人々に夢と希望をもたらし、安心の社会を

実現するために全力を尽くす覚悟です。 

更なるご支援・ご協力を心よりお願いいたします。     

民主党愛知県総支部連合会 代表 佐藤観樹 衆議院議員
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今すぐ、できることからはじめよう！
新たな難民をつくらないために＝アフガニスタンの人たちを飢餓から救おう

 今アフガニスタンの人たちは、22年に及ぶ内戦、大干ばつの影響

で、深刻な食糧不足と水不足に苦しんでいます。カブール市内にい

る100万～150万人のうち、慢性の飢餓状態の人たちが30～40％。餓



 
 

 

死寸前の人たちが10％前後いるといわれ、その多くは体力のない子

どもたちです。国境を越えてパキスタンへ難民として逃れることもでき

ない弱い人たちがアフガニスタン国内には大勢残されているのです。

 私たち民主党は、アフガニスタンで長年、医療と水源確保の援助を

行ってきたNGO「ペシャワール会」の中村哲医師から、現地の危機的

な状況を知りました。「ペシャワール会」では、餓死に直面している約

10万人（１万家族）を救うために小麦粉や食用油などの食糧配布を

10月中旬から始めています。 

 テロ根絶のためには、テロそのものとの闘いと同時に、それを生み

出す土壌のひとつといえる「貧困と飢餓状態」の改善など人道的な支

援が不可欠です。そこで、民主党はアフガニスタ ンの避難民、難民

支援のために、募金を行い、その成果を現地で活動するＮＧＯ に提

供することにしました。 

 国土の大部分が山岳地帯のアフガニスタンは、もう冬。いますぐに

支援が必要です。皆様のご協力をお願いいたします。 

 

１家族10人を１か月2000円で支えることができます。

● 募金受付口座 大和銀行衆議院支店 普通7815354

  郵便振替 00110-6-65328

 いずれも口座名 民主党募金口座（みんしゅとうぼきんこうざ）

● インターネット募金窓口も開設クレジットカード決済

 http://minshu.e-bokin.org (WEB版） 
http://minshu.e-bokin.org/1（i-mode版）
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民主党愛知県連は、昨年12月1日に第3回定期大会を開催し、次期衆議院総選挙と統一自治
体選挙の公認申請予定者および公認決定者を発表しました。順次、決定次第お知らせいたし
ます。

申請者一覧 
民主党愛知県総支部連合会・第3回定期大会

1．衆議院（愛知県小選挙区） 2001．12．1

選挙区 定数
申請者氏名 
（ふりがな）

生年月日 性別
申請 

(公認/推薦) 現職/新人･元 

第１区 １
河村たかし 

(かわむらたかし)
1948･11･3 男 公 認 現３期

第２区 １
古川元久 

(ふるかわもとひさ)
1965･12･6 男 公 認 現２期



 

 

第３区 １
近藤昭一 

(こんどうしょういち)
1958･5･26 男 公 認 現２期

第４区 １
牧 義夫 

（まきよしお) 1958･1･14 男 公 認 現１期

第５区 １
赤松広隆 

(あかまつひろたか)
1948･5･3 男 公 認 現４期

第６区 １
前田雄吉 

(まえだゆうきち)
1960･1･8 男 公 認 現１期

第７区 １
小林憲司 

(こばやしけんじ)
1964･7･4 男 公 認 現１期

第８区 １
伴野 豊 

(ばんのゆたか)
1961･1･1 男 公 認 現１期

第10区 １
佐藤観樹 

(さとうかんじゅ)
1942･1･29 男 公 認 現10期

第11区 １
伊藤英成 

(いとうえいせい)
1941･12･1 男 公 認 現６期

第12区 １
中根康浩 

(なかねやすひろ)
1962･8･17 男 公 認 新 人

第13区 １
島  聡 

(しまさとし)
1958･4･25 男 公 認 現２期

第14区 １
鈴木克昌 

(すずきかつまさ)
1943･11･14 男 公 認 新 人

計13名

1.県議会 2001．12．1

選挙区 定数
申請者氏名(又は通称名) 

（ふりがな）
生年月日 性別

申請 
(公認/推薦) 現職/新人･元 

名東区 ２
とみた昭雄 

(とみたあきお)
1959･1･30 男 公 認 現１期

昭和区 ２
イイダ雄三 

(いいだゆうぞう)
1931･1･28 男 公 認 現７期

瑞穂区 ２
高木ひろし 

(たかぎひろし)
1953･4･27 男 公 認 現１期

港 区 ２
とね勝之 

(とねかつゆき) 1970･8･27 男 公 認 新 人

熱田区 １
かじ山義章 

(かじやまよしあき)
1969･2･25 男 公 認 新 人

中村区 ２
松山のぼる 

(まつやまのぼる)
1950･8･29 男 公 認 現４期

中川区 ３
原くによし 

(はらくによし)
1951･5･25 男 公 認 現１期

海部郡 ３
黒川節男 

(くろかわせつお)
1947･3･29 男 公 認 現３期

計８名



2.名古屋市会

選挙区 定数
申請者氏名(又は通称名) 

（ふりがな）
生年月日 性別

申請 
(公認/推薦) 現職/新人･元 

東 区 ３
梅村麻美子 

(うめむらまみこ)
1959･2･5 女 公 認 現２期

北 区 ６
小寺ひろお 

(こでらひろお)
1950･12･16 男 公 認 現４期

北 区 ６
はっとり将也 

(はっとりまさや)
1968･8･15 男 公 認 現１期

北 区 ６
よしだ隆一 

(よしだりゅういち) 
1952･7･12 男 公 認 現２期

西 区 ５
うえぞのふさえ 

(うえぞのふさえ)
1950･2･23 女 公 認 現２期

西 区 ５
ムラセ博久 

(むらせひろひさ)
1940･10･2 男 公 認 現５期

中 区 ３
のりたけ勅仁 

(のりたけくにひと)
1965･7･20 男 公 認 新 人

千種区 ６
梅村邦子 

(うめむらくにこ)
1938･8･10 女 公 認 現２期

守山区 ４
野田守之 

(のだもりゆき)
1928･3･13 男 公 認 現６期

昭和区 ４
おくむら文洋 

(おくむらふみひろ)
1951･7･25 男 公 認 現４期

天白区 ４
もろくま修身 

(もろくましゅうしん)
1942･2･6 男 公 認 現４期

天白区 ４
田中りか 

(たなかりか)
1963･3･3 女 公 認 現３期

瑞穂区 ４
山内まさお 

(やまうちまさお)
1948･5･28 男 公 認 現２期

瑞穂区 ４
渡辺房一 

(わたなべふさかず)
1949･9･11 男 公 認 現１期

港 区 ５
加藤一登 

(かとうかずと)
1961･6･14 男 公 認 現１期

南 区 ６
佐橋典一 

(さはしのりかず)
1958･8･14 男 公 認 現４期

南 区 ６
橋本静友 

(はしもとしずとも)
1954･8･25 男 公 認 現３期

中村区 ５
近藤たかあき 

(こんどうたかあき)
1960･6･13 男 公 認 現１期

中村区 ５
すはら 章 

(すはらあきら)
1940･10･31 男 公 認 現１期

中村区 ５
うかい春美 

(うかいはるみ)
1949･3･4 女 公 認 現１期

熱田区 ３ 早川良行 1944･9･22 男 公 認 現４期



 

 

 

 

(はやかわよしゆき)

中川区 ７
久の浩平 

(くのこうへい)
1936･9･30 男 公 認 現８期

計22名

3.市議会

選挙区 定数
申請者氏名(又は通称名) 

（ふりがな）
生年月日 性別 公認/推薦 現職/新人･元 

津島市 25
桑山 昇 

(くわやまのぼる)
1929･9･23 男 公認決定 現７期

津島市 25
外山重利 

(とやましげとし)
1945･10･30 男 公認決定 現３期

知立市 
(中間選挙) 

23
早川輝好 

(はやかわてるよし)
1950･4･24 男 公認決定 現２期

計３名
合計33名
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21世紀の人権行政の確立をめざし
―部落解放愛知県共闘会議―

愛知県・名古屋市と交渉

 例年この時期に、来期の人権行政の充実を求め

て、民主党愛知県連も参画している部落解放愛知県

共闘会議(議長＝神代民雄)が、愛知県と名古屋市に

対して、要請行動を行っている。今年は、名古屋市

交渉が12月20日(木)10:00～名古屋市役所内で、登

内名古屋市助役をはじめ、市幹部の出席により行わ

れた。県共闘会議側の参加者は23名、名古屋市会

「民主クラブ」より、ふるせ展実・野田守之・早川良

行・上園ふさえ･須原章の5議員が参加した。主な内

容は、「地対財特法」が失効する来年4月以降の同和

行政のあり方、人権センター(仮称)の設置、ＢＳＥ(牛海綿状名古屋市交渉脳症)による、牛に

係る全ての業者への支援、などの基本的な名古屋市の考え方を再確認した。個々の課題は

山積しているが、お互い知恵を出し合って21世紀の「差別のない社会」づくりをめざす意思を確

認した。 

 また、愛知県交渉は、翌21日(金)10:30～県議事堂

内で行われた。県議会「民主クラブ」より、杉岡和明・

吉岡よしき・黒川節男・高木ひろし、の各県議が参加



 
 

 

 
 
 
 
 
 

し、同和行政、人権行政の充実を要請した。なかで

も、この運動の発足当時から共に活動している、吉岡よしき県議（県共闘会議・副議長）は、

「昨年6月に行われた、県政モニターの集約結果に驚いている。被差別部落民は人種（民族）

が違うとの誤った認識の回答が全体の13.3%もあった。我々も、この結果を真摯に受け止めな

ければならない。県側もこれまで以上に、人権教育・啓発、とくに部落差別の撤廃にむけた行

政手段を充実する必要がある。早急に、部落実態調査を行って効果的な施策を実施しなけれ

ばならない。部落差別は根深い、この問題を解決しなければ21世紀の人権愛知とはならな

い。」と県側に再度、実態調査の実施を要請をした。 

 県共闘会議は、県の被差別指定地区のある津島市、知立市、甚目寺町、小坂井町で同様の

交渉を3月に予定している。
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編集後記
 党員・支持者の皆様、新年おめでとうございます。 

 今年こそ、良い年であってほしいと願ってみても、昨年の暮れの失業率が5.5%と発表され、さ

らなるデフレスパイラルが待ち受けている、そんな世の中になりつつあります。 

 しかし、時代の流れは待ってはくれません。来るべき統一自治体選挙や総選挙に向けて、今

こそ足場を固め、力を蓄え、政権を取って代われる、そんな民主党を育てて行こうではありま

せんか。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

広報委員長 原 邦芳 県議会議員

インターネット・アドレス

http://www3.ocn.ne.jp/~minshu7/ 
e-mail:minshu＠dream.ocn.ne.jp 
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